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第29回 会長挨拶

2013-14年度  会長

紺野　晴郎

お知らせ
●本日年会費下期分をご案内してお
ります。ご確認頂き早めの納入をお願い致します。

　幹事報告 日比野恒夫 幹事

例 会 次 第

会員スピーチ　  安藤　錬雄 会員

■2月13日（木） 12：30～「辰巳屋」

　野地利雄ガバナー補佐クラブ訪問
　＊プログラム紹介　＊血圧測定　＊「友」紹介
■2月20（木）→15日（土）に変更
　｢県北第一分区インターシティ・ミーティング」
　ホスト／福島21RC　＊全員登録となっております
　会　場／サンパレス福島
　・15：30～　ミーティング
　・18：30～　懇親会
■2月27日（木） 12：30～「辰巳屋」

　・新会員スピーチ
　　森　洋一会員（福島テレビ副社長）

例会プログラムのご案内

　福島市内ロータリー9クラ
ブで小林香福島市長へ表敬訪
問をしてきました。本来であ

れば7月の新年度新執行部体制での表敬訪問がベストと
思われますが、1月は「ロータリー理解推進月間」でもあ
り市長選挙で市長も新しくなられたので、最初の訪問挨
拶をさせて頂きました。
　各々のロータリークラブが福島市に何を貢献し、何を
奉仕したらよいのかを常に真剣に考えており、行政もま
た福島市の復興と発展を目指していることは同じであり、
我々ロータリーの奉仕プロクラム推進のために行政も協
力してほしい旨意見交換して参りました。市長も協力を
約束され有意義な表敬訪問でした。
　今週は追悼記念週刊です。1月27日はロータリーの創
始者ポールハリスの命日です。いみじくも内田英伍会員
の命日でもあります。43年の永きロータリアンとしてご
活躍なされ、阿部力哉年度でSAA、今年度は親睦ロータ
リー家族委員会に所属し、若き日の思い出を楽しそうに
お話していたのを思い出します。お似合いの帽子に自転
車を乗り回し颯爽と街中を走るお姿を拝見できなくなる
ことはさびしい限りです。ご冥福をお祈り申し上げます。
　本日は安藤錬雄会員の講話を楽しみにしておりました。
よりロータリーを楽しく実践したお話が聞けると期待し
ています。

開会点鐘 紺野晴郎 会長

ロータリー・ソング
「福島ロータリークラブの歌」
　ソングリーダー 丹治正博 会員

◎ポールハリスの命日（1/27）を含む一週間が追悼記念週間と
なりますので、これまでの物故会員と、内田英伍会員に黙祷を
捧げます。

お客様並びに来訪ロータリアン紹介
血圧測定
表彰・伝達、退会あいさつ
会長あいさつ  紺野晴郎 会長

　─ 食　事 ─
幹事報告  日比野恒夫 幹事

各委員会報告
　●広報･マルチメディア雑誌小委員会 佐藤武彦 委員長
　●プログラム・ニコニコBOX小委員会
 ニコニコBOX担当 古俣　猛 委員

◎本日のプログラム
閉会点鐘  紺野晴郎 会長
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本 日 の プ ロ グ ラ ム

会員スピーチ

安藤　錬雄 会員

　本日のスピーチは、私の赤ワインとの出逢いという事
でしたが、12月26日の夜間例会にて、丹羽会員より「安
藤さん、スピーチやるなら、建築家で有名な安藤忠雄を
やったら」と助言がありました。
　実は、赤ワインの中にも、安藤忠雄が出る事になって
おりました。─と言う訳で、安藤忠雄から入りますが、安
藤忠雄については、右近会員が良く知っていると思いま
すが、私が住宅性能保証機構の役員の時に、盛岡で東北
大会が開催されまして、その時の講師が安藤忠雄でした。
　演題は『都市ゲリラ住宅』。これは安藤忠雄の実質的デ
ビュー作となった、大阪市の住吉の長屋の話です。
　安藤忠雄は双子の兄で、さらに弟がいる三人兄弟です
が、全員建築家。安藤忠雄は、親の約束で母親の実家を継
ぐため大阪市に行く事になり、下町にある間口二間、奥
行き八間の長屋で育ちました。福島市の柳町・荒町・中
町・本町は、城下町なので皆間口二～三間で、現在も残っ
ております。
　大阪市立城東工業高等学校卒業後、アルバイトを行い
ながら建築事務所などに務め、独学で建築士の試験に合
格したという事です。
　24歳で、アメリカ・ヨーロッパの各国へ放浪の旅に出
て、その旅の中、カメラ片手にヨーロッパの街並みを歩
き、生活習慣など日本の住吉区のような建物を拠点とし
た数多い大規模な建築も多く、それらを学んで数年後に
帰国し、大阪に安藤忠雄建築研究所を設立しました。
　安藤忠雄は、個人住宅を多く手掛けました。特に、『住
吉の長屋／大阪市住吉区』が高く評価され、日本建築学
会賞を受賞し、以降は、コンクリート打ち放しを独自に
表現し、世界的に評価されました。
　「世界の建築家」安藤忠雄となり、各方面より講演の依
頼があり、福島県もいわき市、会津とありました。私の会
社も、安藤忠雄の講演を受けて以来、コンクリートの打
ち放しを勉強致しました。今から20年前ですが、県工事
で建てた浄土平のレストハウスがコンクリート打ち放し
です。これは寒冷地での施工で、県の優良工事も受賞致
しました。
　時に、1997年に安藤忠雄は東京大学工学部建築課教
授となりました。交通の不便な地域の講演は、空港がな
ければ頼まれても行かない。福島は、空港より車で会津
入りでした。
　一番記憶に残るのは、阪神淡路大震災。唯一つ残った
のは、六甲の集合住宅です。小高い山肌に集合住宅。安藤
忠雄の技です。そして、神戸市へ復興計画を提案します。
　更に、淡路島の被災地復興は基より、震災前では関西
国際空港を始めとする大阪湾ベイエリア、広大な埋め立
ての建設に使われた淡路島の土量は、甲子園球場170個
分です。淡路島は、山を丸ごと削り取られて、残された赤
茶けた岩盤と、立つ事すら困難な急斜地を緑の森に再生

する事を兵庫県より聞かされ、安藤忠雄が淡路島再生を
夢見た、あの有名な千年の庭園の計画、花と緑の国際博
覧会、それが淡路夢舞台でした。
　世界一の吊り橋、明石海峡大橋もある夢舞台は、国際
会議場、ホテル、様々な庭園や広場、温室、特に百段苑と
名付けた斜面に百の花壇があり、四季の花々が植えられ
ているなど、特に注目すべきは、真言宗本福寺（水御堂）。
これは地下に本堂があり、地上は蓮の池です。光は、地下
に降りる階段を使って本堂に入ります。当初は、お寺さ
んも造る事を反対したそうですが、今は、蓮の池の庭園
の見学で、人が絶える事がないそうです。全て完了し花
と緑の国際博覧会は成功し、盛大に開催中。私も家族を
連れて行って来ました。
　そんな安藤忠雄との二度目の出逢いが、コンクリート
打ち放しの渡辺淳一文学館です。
　先ず、渡辺淳一と安藤忠雄の出逢いは、失楽園です。世
界的な建築家の安藤忠雄と、医者であり作家である渡辺
淳一の有名人同士が、京都祇園でほろ酔いの中、話は決
まります。コンクリート打ち放しの文学館の建設でした。
　では本題に入りますが、渡辺淳一文学館のお話として、
文学館のお話の前に、ロータリーの会員であれば記憶に
まだ残っていると思います。それは13年前の事です。
　実は私は忘れておりまして、事務局の大関さんに調べ
て頂きました。これは、2001-02年度のRI2530地区
大会が喜多方プラザ文化センターで開催された時の事で
す。その時の記念講演が、渡辺淳一でした。
　演題は『男女の機微』。機微とは、表面からは知りにく
い微妙な心の動きや物事の趣。題目は良かったようです。
私は途中で帰りました。
　もうずいぶん昔の話ですが、今から19年前の話です。
これ程男女の華麗な愛の世界を生み出した作品に出会っ
たのは初めてです。それは、平成7年9月、日本経済新聞
に連載された小説『失楽園』です。私は、新聞は読みませ
んでしたが、ある日一人で大映劇場に入場しました。
　大映劇場は、現在のジャガービルです。当時は、前面道
路巾4メートルでした。
　あの広い劇場（1階と2階で500名収容）に私一人。暫
くして一人の女性が入って来て、私の隣の席に座り、たっ
た二人での上映でした。
　映画は夜の部でした。
　帰りには一緒になり、すると女性は、「時間があります
か」と言って来ました。「はい」と答えると、真っ直ぐ居
酒屋でした。私も気を良くし、映画の感動的な話も出来、
その日は真っ直ぐ帰りました。
　数日後に、居酒屋で私が北海道の文学館の話をすると、
早速OKとなり、札幌市中島公園西鴨々川通りに面して
建つ渡辺淳一文学館に、二人で見学に行く事に決めまし
た。冬の北海道は、1～2月は観光客で駄目なので、3月
末に訪問しました。又、札幌市内には、道路の片隅に雪が
残っていました。
　先ず、渡辺淳一文学館を見学。建物は、内外全面打ち
放しで、特に内部は展示館なので、緊密な設計で良く施
工されていました。展示されている書籍は、30数年で約
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今月の「友」より

1月号【注目記事】
■横組みP7／特集：ロータリー理解推進月間

「知ること…知らせること…」
1月はロータリー理解推進月間です。ロータリーを一般の人
たちに知ってもらい、ロータリーの公共イメージと認知度の
向上を図るためには、まず、ロータリアンがロータリーを知
ることが大切です。

■横組みP24-28
心は共に─東日本大震災
「南相馬の子どもたちを招き交流試合」
「東北の子どもたちに夢と希望を

　東京ドーム少年野球大会」
震災復興へのさまざまなロータリアンの活動事例が紹介さ
れています。

■縦組みP13～／友愛の広場

「米山セミナーで考えたこと」

250冊との事。大変印象に残る作品ばかりでした。
　見学も終わり、最後にその足であの有名なクラーク像
のある羊ケ丘に向かいました。とても雄大な公園で、隣
接している白樺林に入り、真っ白な雪に持参した赤ワイ
ンを一瓶撒き散らし、その上に仰向けになり大の字で空
を見上げた気分は、失楽園とは別な世界でありました。
　ワインの色で何と雰囲気が変わるのだろう。

弔　　辞
　今は亡き内田英伍会員に福島ロータ

リークラブを代表して弔辞を捧げます。

　貴方は1973年（昭和47年）、福島ロータリークラ

プに入会され、その後42年間、ロータリーの目的で

ある奉仕の理想の実践に努められ、多大な貢献をされ

ました。

　ロータリーでは毎週の例会に出席することが最も

大事ですが、貴方は年間100パーセント出席を実に

35年間も続けられました。これは勿論クラブの最高

位であり、貴方は全会員からの賞賛に値する素晴らし

いロータリアンでありました。また、ロータリー財団

並びに米山記念奨学会には過分のご寄付をいただき

ましたことは真に有難く、深く謝意を表します。

　私事ですが、私は貴方の4歳後輩でしたから、青年

会議所のころからご指導に預かって参りました。貴方

の食べ物へのこだわりは一流でして、私が超熱燗の日

本酒の虜になりましたのも貴方のお陰でした。ロータ

リー今年度の役割は貴方と同じSAAでした。ベテラ

ンの貴方のご指導をいただきたく、昨年の六月、氏川

さんと小生3人で、貴方が設計した円盤餃子の「満腹」

で会食をしたところ、貴方は体の不調を訴えて好物の

餃子も熱燗も口にしませんでした。それから間もなく

入院されましたが、10月ごろから例会にでられるよ

うになり、昨年末のロータリー年忘れ家族会も元気な

ご様子なので、次の「満腹」会談を楽しく約束しておっ

たところでした。

　それだけに思いがけない訃報に接して悲しみと残

念の気持ちが入り混じって、改めて貴方のお人柄を

思い浮かべております。人に媚びずおごらず、何事も

なかったような風貌で、いつも笑顔を絶やさず、日々

淡々と日常を消化しつづけることなど、私には到底及

びません。先代から続く内田設計が県内の多くの市町

村から絶大な信用を得ていることも頷けます。

　棺を蓋いて事定まるといいますが、いま改めて貴方

の全人格に触れたような気がいたします。35年100

パーセント出席の栄誉とともに貴方のことは会員の

脳裏に確りと刻まれたことでしょう。貴方とのお別れ

に際して、福島ロータリークラブを代表して貴方への

敬意と感謝の気持ちを申し上げ、弔辞といたします。

　内田さん、さようなら…。合掌

平成26年2月2日　　　　　　

福島ロータリークラブ代表　

パスト会長　渡邊　又夫



今週号の編集長
4 中丸　浩史 会員

血 圧
測 定

児玉胃腸科内科
医院 看護師 市場　美奈 様

…児玉健夫会員

他に
安藤健次郎／緒方　啓道／岩田　尚志／江花　　亮／加藤　義朋／草野　武夫／佐藤　武彦／白岩　康夫／志村　光昭
田苗　　博／高橋　　聡／坪井　大雄／森岡　幸江／八巻　恵一／増子　　勉／松浦　敬裕／宮本　行一／古俣　　猛

●福島しんたつRCより

　会　長 塩谷　憲一 様

　会　員 西川　博美 様

　会　員 山田　　稔 様

お客様並びに来訪ロータリアン

●東日本鉄道㈱
　特別功労賞お祝い

　狩野　安則 会員

　渡辺　正樹 会員
（JTBロサンゼルスへご栄転）

●米山記念奨学会より
　｢米山功労者第30回
　メジャードナー｣の伝達

　加藤　義朋 会員

＊「友」1月号の紹介

佐藤　武彦 委員長

広報・マルチメディア雑誌小委員会報告

表彰・伝達

退会あいさつ

▶紺野　晴郎 会長
青木隆治コンサートを観てきました。

ものまねからアーティストへと進化す

る笑いと若さのパワーの渦に弾き込まされた一時でした。

▶福島しんたつRCより
　塩谷　憲一 様、西川　博美 様、山田　　稔 様
本日はメークアップをさせて頂きました。安藤錬雄様の

スピーチを記念して。

▶安藤　錬雄 会員
スピーチをさせて頂きます。宜しくお願いします。

▶日比野恒夫 幹事
内田英伍会員の笑顔が見れないのが寂しいです。今日は、

安藤錬雄会員のスピーチ楽しみにしてます。

▶丹治　正博 会員
間もなく2月3日の節分がまいります。今年は、市内の幼

稚園三ヶ所より130名の園児たちをお招きして、神社の

特設舞台から豆まきをしていただくことになっています。

大人の部は17時から始まりますので、皆さんお誘い合わ

せ福をひろいにお越しください。

▶茂田　士郎 会員
老健施設にノロウイルス胃腸炎が発生しましたが幸いに

蔓延を防ぐことが出来ました。しかし、次にはインフルエ

ンザが狙っています。ノロには画期的な抗ウイルス薬、イ

ンフルエンザには強力な粘膜免疫ワクチンの開発が望ま

れます。内田英伍さんのご冥福をお祈りします。

▶氏川　守義 会員、渡邊　又夫 会員
内田英伍さんのご逝去を心から悼みます。昨年6月末に

一時体調を崩された後食欲不振や足腰の痛みにも関わら

ず、律儀にSAAのタスキをかけて、例会場の入口に立っ

ておられました姿を思い出しました。

▶森川　英治 会員
内田英伍さんが亡くなられ、本当に残念です。今日もあの

笑顔で「やっ」と言ってひょっこりお顔を出されるような

気がしています。

▶渡辺　正樹 会員
皆様4年間にわたり、大変お世話になりありがとうござ

いました。異国の地より福島ロータリークラブの益々の

発展をお祈りいたしております。

▶渡邉　広重 会員
先日、あるお客様から「而今（じこん）」というお言葉を教

えていただきました。精一杯今を生きるとういう意味だ

そうですが、まさにそうありたいと心をあらたにしまし

た。安藤錬雄会員のスピーチに期待して。

▶幡　　研一 会員
安藤錬雄会員のスピーチを期待して。狩野安則会員おめ

でとうございます。

ニコニコBOX報告 本日のニコニコBOX投入額　32件 ¥64,000 累計  ¥1,411,000

古俣　猛 委員

でとうございます。


